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　シュワンあるいはダリア細胞は、電気生理学的に
は長い間非興奮性細胞と考えられてきた。最近パッ
チクランプ法を用いて、哺乳類のシュワンおよびダ
リア細胞において、種々の電圧依存性膜イオン電流
の存在が報告されている。我々は既に、ウシガエル
坐骨神経よりシュワン細胞が培養できることを報告
した。今回この細胞を用い、パッチクランプ・ホー
ルセル電流記録法によって、イオン電流を検索した
ところ、電圧依存性Na＋電流を温い出した。この
Na＋電流の電気的性質を定量的に解析し、他の細
胞におけるNa’電流と比較した。
　膜電圧一150■Vからの矩形波脱分極通電を行うと、
一50咀Vより脱分極側で、電圧依存的に増減する一過
性内向き電流が発生した。この電流は一10mV（一10±
6■V，n＝23；平均値±標準偏差，以下同様）附近で最
大に達した。外挿法によって求めた逆転電位（34±
2．6臓V，n＝11）は、細胞内外の濃度比より計算された
Na＋の平衡電位（32．6●V，温度13℃）と非常に良
く一致した。この内向き電流は0．2μMテトロドト
キシンにより可逆的に消失した。以上の結果から、
この内向き電流は電圧依存性Na’電流であると結
論された。実験を行った殆ど全ての細胞で、この内
向きNa’電流は観察されたが、最大電流の振幅は
細胞によって大きな変動を示した（7～925pA）。以
下では、150pA以上の最大電流を示した細胞につい
て、Na†電流の定量的解析を行った。単位面積当
たりのNa寺コンダクタンスは0．57±0．18願S／ca　2
（n＝7）と計算された。保持電圧が一82±L58V（n＝
22）の時、50％定常的不活性化が観察された。最大
電流が観察される膜電圧一1加Vで、不活性化時定数
は5．3±O．7msであった。これらの値をカェルランビ
ェ絞輪のNa＋電流のものと比較した結果、以下の
違いが明らかとなった。1）培養シュワン細胞にお
ける、単位面積当たりのNa＋コンダクタンスは非
常に低い。2）50％不活性化が観察される保持電圧
は、絞輪部のものと比較して、約20■V過分極側にあ
る。3）シュワン細胞のNa＋電流の不活性化時定
数は、非常に長い。一方哺乳類のシュワンおよびダ
リア細胞のNaう電流との比較では、上記の値はほ
ぼ一致した。従って、培養ウシガェルシュワン細胞
のNa’竃流は、カェルランビェ絞輪よりもむしろ
哺乳類のシュワンおよびダリア細胞におけるNa’
電流と類似していると結論した。しかしながら、多
くの哺乳類シュワンおよびダリア細胞で報告されて
いる、時間および電圧依存性外向きK＋電流は観察
されなかった。
　上記の結果は、ウシガエルの末梢神経系において
も、少なくとも2種類（ダリアタイプとニューロン
タイプ）のNa†チャンネルが存在していることを
示している。
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【目的】耳石器は直線加速度を感知し頭頸部の位
置を反射的に制御し連続する運動に合わせて姿勢
を制御している。この神経機構の病態は，めまい・
ふらつき・運動障害となり臨床上多く遭遇する。
今回卵形胃神経（UTN）を電気刺激し頸部伸筋運
動ニューロン（NKmn）から細胞内記録を行い新事
実を得たので報告する。
【方法】UTNだけを残し他の前庭神経を全て切断
した除脳ネコ9匹（ニコ．一ヨーク6匹，東京3匹）
を用いUTNを選択的に電気刺激した。記録は前
庭神経核と両側NKmnから行った。
【結果】①全ての実験でUTNを刺激すると前庭
神経核にN1波が発生し，　N1波の4－5倍で振
幅は最大となった。②UTNを刺激し29個日NKmn
からシナプス電位を記録したところ，全ての（12
112）同断NKmnからシナプス性興奮性シナプス後
電位（2－2．5ms）が，対側の（15117）NKmnから
は3シナプス性抑制性シナプス後電位（2．9－3．9）
が記録された。
【考察】UTN選択刺激時，前庭神経への電流滑走
に十分考慮する必要がある。今回は記録したシナ
プス電位の域値は低く故にUTNの効果と考えられ
た。Wilson　et　a1（1974）は，　UTNの効果を同側
のNK㎜には抑制性，対側のNKmnには興奮性が
主であるとしたが今回の実験から耳石器一州反射
機構の基本的神経回路に修正が必要となった。
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